仕様 


※最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホームページ ( buffalo . jp ) を参照 
してください。 

|お、もな仕様乃 


LAN インター 

フェース 

規格 

IEEE 802.3 u (100 BASE - TX ) JEEE 802.3(10 BASE - T ) 

伝送速度 

100/1 0 Mbps 

伝送路符号化 
形式 

4 B 5 B 、 MLT -3(1 00 BASE - TX ) 

マンチェスターコーディング (10 BASE - T ) 

アクセス方式 

CSMA/CD 

ポート 

1 00 BASE - TX /10 BASE - T 兼用ポート x 1 
( AUTO-MDIX 対応） 

コネクター 

RJ -45 型 8 極コネクター xl 

プリンタ 

インターフェース 

規格 

USB Revision 2.0 

コネクター 

USB A コネクター xl 

消費電力/消費電流 

最大 3.35 W (5 V ) / 最大 670 mA 

動作環境 

温度: 〇〜 40 °C 湿度: 20 〜80% (結露なきこと） 

外形寸法/重量 

82( W ) x 29( H ) x 60( D)mm / 75 g(AC アダプターを含まず） 


■対応プロトコル / OS ) 

プロトコル 

OS 

TCP/IP 

Windows 7(32 bit /64 bit )/ Vista (32 bit /64 bit )/ XP /2000 
Windows Me /98/95/ NT 4.0 

MacOS X 10.0 .4 〜10.3 .9 、UNIX 

NetBEUI 

Windows 2000 / Me /98/95/ NT 4.0 

AppleTalk(Ether Talk ) 

MacOS 8.6 、MacOS 9.0.4 〜 9.2.2 、MacOS X 10.0〜10.5 

Bonjour 

MacOS X 10.4/10.5/10.6 

Rendezvous 

MacOS X 10.2■〇〜10.3 .9 

IPP 

Windows 7(32 bit /64 bit)/Vista (32 bit /64 bit )/ XP / 2000 


※付属ソフト 「 LPV 3 マネージヤ」は、 MacOS および UNIX には対応していません。 

|対応プリンター） 

USB 2.0/ USB 1.1 に対応したプリンター。 

※プリンターは、1台だけ接続できます。 

※ USB パラレル変換ケーブルを使用して、プリンターを接続することはできません。 

※ Macintosh で使用する場合は、 PostScript プリンターのみ対応です。 

※双方向通信のみ対応のプリンター 、 WPS (Windows Printing System ) プリンターには対応してい 
ません。 

※インク残量などを通知するプリンター付属のユーテイリテイは使用できません。 

※複合機能搭載プリンターを接続した場合、プリンター機能のみ使用できます。その他の機能（ス 
キヤナー、力ードリーダー、 FAX など）を使用することはできません。 


各部の名称とはたらき 



POWER (緑 ) /USB (緑 ) /LAN (緑)ランプ 

3つのランプで本製品の状態が表示されます。 


POWER 

USB 

LAN 

状態 

消灯 

消灯 

消灯 

電源〇 FF 

点灯 

消灯 

点灯 

電源 ON 、 プリンター未接続 

点灯 

消灯 

消灯 

電源 ON 、 プリンタ ー/ LAN 未接続 

点灯 

点灯 

点灯 

電源 ON 、 印刷可能 

点灯 

点滅 

点滅 

電源〇 N 、 印刷中 

点灯 

点灯 

点滅 

電源 ON 、 LAN 側送受信中 


DC コネクター 

付属の AC アダプターを接続します。 

INIT (出荷時設定)スイッチ 

本製品を出荷時設定に戻すときに3秒以上押します。 

LAN ポート 


LAN ケーブルを接続します。 


A 


おもな工場出荷時設定 


設定項目 

設定値 

基本 

パス 

¥¥ PU - xxxxxx¥Pl 

プリント サーバー 名 

PU-xxxxxx 

管理 ユーザー 名 

root (変更不可） 

管理パスワード 

未設定 

ポート名 

P 1 

プロトコル 

TCP/IP 

IP アドレス 

自動取得 

AppleTalk 

AppleTalk Zone 

氺 

プリンタ オブジェクトタイプ 

LaserWriter 

PostScript レベル 

し eve 12 

フォントグループ 

Standard 35 

NetBEUI 

ワークグループ 

WORKGROUP 

SNMP 

(RFC1 155/1 157) 

SysContact 名 

未設定 

Sys し ocation 名 

未設定 

コミュニティ 

public 


※父父父父父父は MAC アドレスの下6桁です。 MAC アドレスは、本製品の底面に印刷されています。 


■本書の著作権は弊社に帰属します。本書の一部または全部を弊社に無断で転載、複製、改変などを行 
うことは禁じられております。 

■ BUFFALO™ は株式会社メルコホールディングスの商標です。本書に記載されている他社製品名は、 
一般に各社の商標または登録商標です。本書では、 TM、 ⑨、©などのマークは記載していません。 

■本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合 
があり、現に購入された製品とは一部異なることがあります。 

■本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどがあり 
ましたら、お買い求めになった販売店または弊社サポートセンターまでご連絡ください。 

■本製品は一般的なオフィスや家庭の〇 A 機器としてお使いください。万一、一般〇 A 機器以外として 
使用されたことにより損害が発生した場合、弊社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご 
了承ください。 

•医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使 
用しないでください。 

•一般〇 A 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときは 
ご使用になるシステムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。 

■本製品は、日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しな 
いでください。また、弊社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりま 
せん。 


■本製品のうち、外国為替および外国貿易法の規定により戦略物資等（または役務）に該当するものに 
ついては、日本国外への輸出に際して、日本国政府の輸出許可（または役務取引許可)が必要です。 

■本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項として 
記載された取扱方法に違反する使用はお止めください。 

■弊社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記憶されたデータが消失•破損し 
た場合については、保証しておりません。本製品が八ードディスク等の記憶装置の場合または記憶装 
置に接続して使用するものである場合は、本書に記載された注意事項を遵守してください。また、必 
要なデータはバックアップを作成してください。お客様が、本書の注意事項に違反し、またはバック 
アップの作成を怠ったために、データを消失•破棄に伴う損害が発生した場合であっても、弊社はそ 
の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。 

■本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、弊社に故意または重大な過 
失があった場合を除き、本製品の購入代金と同額を上限と致します。 

■本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同 
等品に交換致しますが、当該瑕疵に基づく損害賠償の貴に任じません。 
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マニュアル 


かんたん設定ガイド 


このたびは、本製品をご利用いただき、誠にありがとうございます。本製品を正しく使用するために、はじめにこのマニュアルをお読みください。お読みになった後は、大切に保管してください。 




はじめに 


本紙では、ネットワーク上の Windows 7/ Vista / XP / Me / 2000 /98/95/ NT 4.0 搭載パソ 
コンから、本製品に接続されたプリンターに印刷する方法を説明します。 

※ Mac 〇 S や UNIX を搭載したパソコンで本製品の設定や印刷をする場合は、付属 CD に収録されてい 
る電子マニュアルを参照してくださしヽ（裏面「電子マニュアルの読み方」参照)。 

※本紙では、 NBT(NetBIOS over TCP / IP ) プロトコルを使って印刷する方法を説明しています。 
LPR ( TCP / IP ) / NetBEUI / AppleTalk プロトコルを使って印刷する場合は、電子マニュアルを参 
照してください。 

※本製品を使用する前に、ネットワーク上のパソコン間で正常に通信できることを確認してくださ 
し、。各ネットワーク機器 ( LAN アダプター、ルーターや無線親機など）の使い方については、各機器 
のマニュアルを参照してください。 


本製品について 


■特長) 

本製品は、 USBZ 0/ USB 1.1 に対応したプリンターを1台接続できるプリントサーパーです。 
本製品の特長は、次のとおりです。 

• AutoNegotiation 対応の100/1 OMbpsLAN ポートを1つ搭載 0 

• TCP/IP ( NBT 、 LPR )、 NetBEUI、AppleTalk および Bonjour/Rendezvous に対応 0 

• SNMPvl(M 旧 2、 EnterpriseMIB ) に対応。 

• DHCP に対応。 

• IPP(Internet Printing Protocol ) に対応。 

•付属ソフト 「 LPV 3 マネージャ」および Web ブラウザーで設定が可能。 

■ 接続例） 

下図のように本製品をネットワークに接続し、プリンターを共有することができます。 



プリントサーバーを使えるようにしよ 




箱に入っているものを確認しよう 


万がいち、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

□プリントサーバー(本体) . 1個 口 LPV 3 シリーズユーテイリテイ CD ... 1枚 




□かんたん設定ガイド(本紙) . 1枚 

□安全にお使いいただくために必ず 
お読みください(保証書付き)1枚 

※追加情報が別紙で添付されている場合は、 

必ず参照してください。 

ステップ2へつづく # 


プリントサーバーを接続しよう 


プリントサーバーを、プリンターとネットワークに接続します。 



※すべての接続を終えると、本製品の POWER ランプ(緑)、 USB ランプ(緑)、 LAN ランプ(緑）が点灯 
した状態になります。 POWER ランプが消灯している場合は AC アダプターの接続、 USB ランプが 
消灯しているときは USB ケーブルの接続、プリンターの電源を確認してください。 


备 



LPV 3 マネージャをインストールしよう 


プリントサーバーの設定•管理をおこなうパソコンにだけ、 「 LPV 3 マネージャ」をインス 
卜ールします（すべてのパソコンにインストールする必要はありません）。 


& 


添付の CD - R 0 M ( LPV 3 シリーズユーテイリテイ CD ) をパソコンにセツトしま 
す。しばらくすると、 LPV 3 シリーズユーテイリテイが起動します。 




以下の画面が表示されたら？ (Windows 7/ Vista の場合） 


自動再生 




if 


f ドライブ (E:) Ipv3utilxxx 


B ソフトウェアとゲームに対しては常に次の動作を行う： 

プ □グラムのインスト ー ル/ 

LAUNCHERjexe の実行 \\ 

-0 INC. (こより発行 |1 


■の矛フう 


じフ S ヨン- 


,フ救，ィ編示 

パネル7=自勤思牛び) R 宝を設定 1 /壬 T 


f ユーザー アカウント制御 


—固 




ブログラム名： XXXXXXXXXXXXXX 

xxxxxxxxx 

フア^ 0K0 入手先： XXXXXXXXXXXX 


® 詳細を表示する®) 


これらの通知を表弓す 


5タイ三ンヴを奁争する 


「 LAUNCHER.exe の実行」 
をクリックします。 


コ |遍、ぇ(¢0 ] 


[はい]または[続行]を 
クリックします。 


珍 


LPV3 シリーズユーテイリテイ CO 





?び讥マネー/ャ爸インストルす^^- 
r lpw イレ外格続マネう、をインストルする 
r セキュリティに聞するご注意 


LPV3 シトス 7BPV シリースめ設定、管理を行うユーティリティをインストールします。 


実行® •! - 解 - 1- 


-□「 LPV 3 マネージャをインス!ルす 
る」を選択します。 

※本製品では、 「 LPV 3 ダイレクト接続マネー 
ジヤ」は使用しません。 


-0 [実行]をクリックします。 


LPV 3 マネー/谢ンストールを聞始します。 


I . -[次へ]をクリックします。 


「ソフトウェア使用許諾契約」画面が表示されたら、内容を確認し、同意できる場 
合は[同意]をクリックします。 

LPV 3 マネージャのインス!-ール先を確認し、[次へ]をクリックします。 

「 LPV 3 マネージャのインス!ルが完了しました」と表示されたら、 [0 K ] をク 
リックします。 

※本製品では、 「 LPV 3 ダイレクト接続マネージャ」は使用する必要はありません。 


裏面へつづく+ 



































































































































































































プリントサーバーを設定しよう 



プリンターの設定をしよう 


LPV 3 マネージャを使って、プリントサーバーの名前や IP アドレスなどを設定します。 


[スタート]—[(すべての）プログラム]— [BUFFALO]- [LPV3 マネージャ]— 
[LPV3 マネージャ]を選択します。 

LPV3 マネージャが起動し、自動的にプリントサーバーの検索が始まります。 


プリントサーバを検出できないときは 


•八ブやルーターなどとプリントサーパーが、適切な LAN ケーブルで確実に接続されて 
いるか確認してください。 

•ファイアウォール機能が有効になっている常駐ソフト（トレンドマイクロ社ウイルス 
バスターなど）のファイアウォール機能を無効にしてください。 

•プリントサーパーを設定する LAN アダプターにだけ、 TCP/IP プロトコルをバインド 
してください。 

※詳細は、電子マニュアル「第5章困ったときは」の 「LPV3 マネージャで検索しても、本 
製品が検出されない (TCP/IP プロトコルはインストール済み)」を参照してください。 


爸 LPV3 マネーち 17 [-=4 回 la^il 

r 

フ M*(F) 集 (E) 転 (V) /VAr(H) 


jr 

1 

プリ : 

卜 卜 - パ名 1 機種 | モ-ド 

PU-B< 

2 士 1 LPV3-U2 (USB2.0) 有線ァ • ル HHI* 



E 

ん 


します。 


す0 


PU-BC2FF1 のア抓テ ■( 




基本設定|ブロトコル設定丨傕報丨リセ卜| 


( バス： |¥¥PU-BC2FF1¥P1 


フツントサ-ハ''名⑧ |PU-BC2FF1 


管理ハ*ストド (a) I 


ホ H 名® | P1 

|ホ HI 」 

[ 

0K | キゃンセル 


-パスを下の枠にメモします。 


サーバー名やポート名は変更することもでき 
ます。サーバー名やポート名を変更するとパ 
スも変わるため、必ず変更後のパスをメモし 
てください。 


プリントサーバーにパスワードを設定する場合は、パスワードを必ずメモなどに残してく 
ださしヽ。パスワードを忘れた場合、製品設定の確認および変更ができなくなります。その場 
合は、プリントサーバーを初期化する必要があります。 


PU-BC2FF1 の rtJfl •ティ 


[AMm 


基本設定プロトコル設 萼|很耜 1I 


AppleTalk 

NETBEUI 

SNMP 




-r 


一削除 (0 」 


ーフ K ティ (BWiJ- 


OK 


■n [プロトコル設定]をクリックしま 
す0 

-0 [TCP/IP] をクリックします。 


-0 [プロパティ]をクリックします。 


Tcp/ifwiyr ティ 




ip ァドレスの取得 (D I 自勒設定 二 J 

自觔設定の方法 

DHCP サ-ノ仂、 6IP アドレスを自觔取得 
「 IPJT レス—— 

!P アドレス [ T92 [168 ■ 「11 |5 

サフ''ネットマスク⑤ ににに厂 
トトゥェィ(〇) [192^. [168 - . [ri ~ . [i 




キャンセルー 


- n プリントサーバーの ip アドレスを設 
定します。 

DHCP サーバーから IP アドレスを自動取 
得する場合は、「自動設定」のままにしま 
す。 

特定の IP アドレスに固定する場合は、「手 
動設定」にして、ネットワーク環境にあわ 
せた IP アドレスとサブネットマスクと 
ゲートウェイを入力します。 

■0 [0K] をクリックします。 


パソコンから印刷できるようにプリンターの設定をします。 

Windows 7/ Vista / XP / 2000 / NT 4.0 と Windows Me /98/95 で手順が異なりますので、お使い 
のパソコンにあわせてお読みください。 


Windows 7 ハ/ ista/XP/ 2000 /NT4.0 をお使いの場合） 

\ プリンターのマニュアルを参照して、プリンターのドライバーをインス!ルし 
ます。 

ここでは、プリンターがパソコンのプリンターポート （LPT1) に接続されているもの（口一 
カルプリンター）として、プリンタードライバーをインス!ルしてください。 

また、インストールの途中で「プラグアンドプレイ対応プリンタを自動的に検出してインス 
トールする」などのチェック項目がある場合は、チェックマークを外してください。 

1 Windows 7/Vista の場合は、[スタート]—[コントロールパネル]を選択し、[デ 
バイスとプリンターの表示]または[プリンタ]をクリックします。 

Windows XP の場合は、[スタート]—[コントロールパネル]を選択し、[プリン 
夕とその他の八ードウエア]一[プリンタと FAX] の順にクリックします。 
Windows 2000 /NT4.0 の場合は、[スタート]-[設定]一[プリンタ]を選択しま 
す0 



- Q インストールしたプリンターを右ク 
リックします。 


印 H ジョブの表元 (E) 

V 通常使うプリンターに設定 (A) 
印®!酿 (G) 

プリンターのプ□パティ (P) I 
シヨートカツトの作成 (S) 
トラブルシユーテインク (T) 

デパイスの削除(V) 

プロパティ (R) 


-B [(プリンターの）プロパティ]を選択 
します。 



k チ?ックボ妁綱なって⑽ポ-卜のぅち、最初に利用可能なもので 




ブリンタポート 
ブリン$ポート 
シリアルポート 
シリアルポート 
シリアルポート 


ブリンタ 
Canon Ink 


双方向サポートを有効にす細 


n [ポート]をクリックします。 


■a [双方向サボートを有効にする]の 
チェックを外した状態にします。 


■a [ポートの追加]をクリックします。 


利用可能なポートの種類(初： 


Standard 丁し P/I 


[新しいポートの種類砂 ... I I 新しいポ -K fl PI I 


■D [Local Port] をクリックします。 


-0 [新しいポート]をクリックします。 


ポート名 


卜名を入力してください (£): 


£ 0K 


¥¥PU-BC2FF1¥P1 


[キャンセル 


- n 「ステップ 4 プリント サーバー を設 
定しよう」の手順©でメモした文字 
列を入力します。 


-B [〇 K ] をクリックします。 


画面に「プリンタに接続できませんでした。」と表示されたときは、入力した内容が間 
違っています。 [OK] をクリックし、文字列を正確に入力し直してください。 

正しい文字列を入力しても同じメッセージが表示されるときは、電子マニュアルの「1.1 
LPR プロトコルで印刷する」の方法で設定をやり直してください。 


[OK] をクリックします。 


[閉じる]をクリックします。 


❽ 


「設定を変更します」と表示されたら、 [OK] をクリックします。 


「設定が完了しました」と表示されたら、 [OK] をクリックします。 

LPV3 マネージャが自動的に終了します。 





[— OK 1 I キャン ill レ 1 3iMA)l 

丨へルブ 



D 手順❻で入力したポート名が登録さ 
れ、チェックマークが付いているこ 
とを確認します。 

WindowsNT4.0 の場合は、続いて手順0 
に進みます。 

0 [適用]をクリックします。 

0「プリンタ」欄にプリンター名が表示 
されることを確認します。 


[全般]タブをクリックし、[テストページの印刷]をクリックします。 

テストページが印刷されたら、印刷に必要な設定はすべて完了です。 


ステップ5へつづく “ 


Windows Me/98/95 をお使いの場合 


プリンターのマニュアルを参照して、プリンターのドライバーをインス!ルし 
ます。 

ここでは、プリンターがパソコンのプリンターポート （LPT1) に接続されているもの（口一 
カルプリンター）として、プリンタードライバーをインストールしてください。 


0 [スタート]-[設定]-[プリンタ]を選択します。 





cA 用紙設定 | 

全股 詳細#-|- 


EPS0N PM-880C 




印刷先の ポー ト®: 


[ lptT (ECP プリンタボート） 

印刷に使用するドライパ⑪： 

■ EPSON PM-880C 

ブリンタポートの割り当て(0… J ^ 


~71ポ-卜の追加①… 
ポ-卜の則除®… 


7 \ ドライパの追加嫩…| 
プリンタポートの解除®)…」 


タイムアウト設定①—— 

未逞択時®): [15 秒 

送信の再試行畤 p5 秒 


- 


I キャンセル| 適用⑻ J ルブ 


F 印刷ジョブをスブールし、ブ□グラムの印刷処理を高速に行う© 

r 全ペー 3 分のデ—&をスブ“ルしてから、印刷データをブリン虻送る ( l > 

1 ベージ目のデータをスブールしたら、印刷データをブリンタに送る⑻ 
r カンタに直接印刷デ-饨送る(£〉 

スブールデ'^形式(ひ I RAW 、‘ 

C このブリンタの双方向通信機能をサボートする® 

( V このブリンタの双方向通信機能をサポートしない < P ) - 


J 1 


d 用紙設定 1 ❾レイアウト | 續ユ-ティリティ 

全股 詳細 | 色の音理 丨 共有 丨 @基本設定 


# 


EPSON PM-880C 


印刷先のポート (£>: 


fLPTI: (EGP プリン5ポート〉 

印刷に使用 ts ドライ應 
i'lfEPSON PM-880C 


7] ぱ..ボご 

ポ-卜®則除 ®… j 
3ドラィバの适加 m . I 
ブリン$ポートの割り当て ( s >... | ブリン$ポート®解除也)… J 

イムアウト設定〇)—— 

未獅姆 |15 秒 

送信®再試行_ 秒 


スブ-ル®設定 ( u .. J ボ-卜①設定®...」 


J キゃンセル J 適用 ㈤ 」 


追加するボートの種 p を逞択し' 
(T ネットワ-㈣ i 

ブリンタへのネットワークパス 




!¥PU-BC2FF1¥P1 


) 参照迫 )… 


、そ娜③ 

追加するボートの種類： 


I：一..。匕 


n インストールしたプリンターを右ク 
リックします。 


-H [プロパティ]をクリックします。 


■n [詳細]をクリックします。 


[スプールの設定]をクリックしま 
す0 


-□ [このプリンタの双方向通信機能を 
サボートしない]を選択します。 


■B [OK] をクリックします。 


-[ポートの追加]をクリックします。 


-□ [ネットワーク]を選択します。 


-0 「ステップ 4 プリント サーバー を設 
定しよう」の手順0でメモした文字 
列を入力します。 


■0 [OK] をクリックします。 


画面に「有効な印刷先のポートを指定してください。」と表示されたときは、入力した内 
容が間違っています。[〇 K] をクリックし、文字列を正確に入力し直してください。 
正しい文字列を入力しても同じメッセージが表示されるときは、電子マニュアルの「1.1 
LPR プロトコルで印刷する」の方法で設定をやり直してください。 


用®設定 I レイアウト 丨 嘧ユ-ティリティ 

全般 詳紬 |色®音理 | 共有 | 没基本設定 


# 


r|¥¥PU- 


3P 


(EPSON PM-880C 

ブリン$ポートの害 P 当て (0 …」_ 


7|ドライバ®追加 W.」 
_ブリンタポ-卜の除妙..._| 


イムアウト設定 ® — 

未獅抑： p5 秒 

送信 ® 再試行 _ |45 秒 


スブールの設定 ( U .. J —ポート®設定®...」 


J キャンセル」■適用(没 


-Q [印刷先のポート]に手順❼で入力し 
た内容が表示されていることを確認 
します。 


[適用]をクリックします。 


[全般]タブをクリックし、[印字テスト]をクリックします。 

テストページが印刷されたら、印刷に必要な設定はすべて完了です。 


設定がひととおり終わったら 


•各パソコンに必要なこと 

ステップ5までの操作を完了すれば、プリントサーバーを設定した1台のパソコンで印 
刷できるようになります。ネットワーク上の各パソコンから印刷できるようにするに 
は、各パソコンにプリンターの設定をする必要があります。 

ステップ5の手順で、各パソコンにプリンターの設定をしてくださしヽ（ステップ4以前の 
操作は必要はありません）。 


んなときは 


• Windows で、 LPR / NetBEUI / IPP プロトコルを使って印刷したい 

与電子マニュアルの「第1章 Windows で印刷する」を参照してください。 


• Macintosh で印刷したい 

与電子マニュアルの「第2章 Macintosh で印刷する」を参照してください。 

• UNIX で印刷したい 

与電子マニュアルの「第3章 UNIX で印刷する」を参照してください。 

•設定/印刷で困った 

4印刷されない場合は、プリンターの双方向通信機能が無効になっているか確認してください。 
双方向通信機能を無効にする方法については、プリンターのマニュアルも参照してください。 

与電子マニュアルの「第4章困ったときは」を参照してください。 

•設定画面の詳細を知りたい 

与電子マニュアルの「第5章付録」を参照してください。 

•印刷するときやプリンターのプロパティを開くときに通信エラーが表示される 

与使用するプリンターによっては、印刷するときやプリンターのプロパティを開くときに、通信エ 
ラーが表示されることがあります。この場合は、[〇 K] をクリツクして、操作を続けてくださし、。 
印刷上の問題はありません。また、インク残量などを通知するプリンター付属のユーティリティ 
を無効にすることで、通信エラーが表示されなくなる場合があります。 

•設定内容を初期化したい 

与本製品の INIT (出荷時設定)スイツチを3秒以上押して、初期化してください。 

INIT スイツチの場所は、 P.4 「各部の名称とはたらき」をご参照ください。 

•プリントサーバーに設定したパスワードを忘れてしまった 

与本製品の INIT (出荷時設定）スイツチを3秒以上押して、初期化してください。 

關 T スイツチの場所は、 P.4 「各部の名称とはたらき」をご参照ください。 

初期化した後は、再度本製品を設定してください。 

※パスワードを設定する場合は、パスワードを忘れないように必ずパスワードの控えを安全な 
場所に保管してください。 


電子マニュアルの読み方 


Windows をお使いの場合 


CD-ROM 「 LPV3 シリーズユーテイリテイ CD 」 をパソコンにセツトします。 

※VVindows 7/ Vista をお使いの場合、自動再生の画面が表示されたら、 
[ LAUNCHER . exe の実行]をクリックしてください 0 

また、「ユーザーアカウント制御」画面が表示されたら、[はい]または[続行]をク 
リックしてください。 

[ マニュアルを見る ] を選択し、 [ 実行 ] を選択します。 


「有線プリントサーバ (LPV3-U2 )」 を選択し、 [OK] をクリックします。 


「 LPV3-U2 ユーザーズマニュアル」を選択し、 [OK] をクリックします。 


Macintosh をお使いの場合 


CD-ROM 「 LPV3 シリーズユーテイリテイ CD 」 をパソコンにセツトします。 


デスクトツプに表示された CD-ROM アイコンをダブルクリックします。 


[Manual] フオルダをダブルクリックします。 


[LPV3-U2] フオルダをダブルクリックします。 


「 Ipv3u2.pdf 」 をダブルクリックします。 

































































































































































































































































































































